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平成２４年度第２回津市地域公共交通活性化協議会の会議結果報告 

 

１ 会議名 平成２４年度第２回津市地域公共交通活性化協議会 

２ 会議日時 平成２４年８月２４日（金） 

午後１時３０分から午後３時２５分まで 

３ 開催場所 津市役所本庁舎４階庁議室 

４ 出席した者の 

  氏名 

（津市地域公共交通活性化協議会委員） 

伊豆原浩二、大西直彦、松井（笠谷昇代理）、大川（小林博之代理）、

阪野優、竹株清司、竹田治、武田幹枝、立松美樹、谷口信子、中村

良寛、堀口健二郎、松浦健、松下太、向原俊夫、、吉川一生、 

（事務局） 

都市計画部次長 内田政宏 

交通政策課長 南勇二 

交通政策課調整・交通政策担当主幹 松下康典 

交通政策課交通政策担当 杉崎雅人、西出智康 

５ 内容 １ 高松山団地乗合ワゴン運行計画案について 

２ 平成２５年４月のコミュニティバス本格運行に向けた取組状

況について 

３ 事業評価分科会に係る経過報告について 

４ 利用促進グッズについて 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 都市計画部交通政策課交通政策担当 

電話番号 ０５９－２２９－３２８９ 

Ｅ－mail 229-3289＠city.tsu.lg.jp 
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【平成２４年度第２回津市地域公共交通活性化協議会の議事内容】 

 

＜事務局＞   本日は、お忙しい中、本会議に御出席をいただきまして誠にありがとう

ございます。それでは、定刻となりましたので、ただいまから、平成２４

年度第２回津市地域公共交通活性化協議会を開会させていただきたいと思

います。 

本日の会議は委員総数２０名のうち現時点で１４名の出席をいただいて

おります。規約第８条第２項の規定による成立要件を満たしているという

事で御報告させていただきます。 

なお、本日、三重交通株式会社中勢営業所所長の藪本委員におかれまし

ては、７月１日付人事異動によりまして中勢営業所を離れられましたので、

新しく中勢営業所所長となりました中村様に今後、当協議会委員をお願い

したいと存じます。 

御紹介申し上げますので、一言よろしくお願いします。 

三重交通株式会社中勢営業所所長の中村様でございます。 

＜中村委員＞  皆さま改めましてこんにちは。日頃は大変お世話になっております。先

ほど、御紹介をいただきましたが、今年の7月1日付で前任の薮本より替

わりました私、中村良寛と申します。一生懸命勉強してお役に立てるよう

に頑張ってまいりたいと思いますので、これからも皆様方の御指導をよろ

しくお願いします。 

＜事務局＞   どうもありがとうございました。 

それでは、規約第８条第１項の規定によりまして、ここからの議事進行

につきましては、伊豆原会長にお願いしたいと存じます。それでは会長、

よろしくお願いします。 

＜会 長＞   暑い中ありがとうございます。 

        ちょっとした情報ですが、８月７日に待望の交通基本法が、国土交通委

員会で審議入りしたという事でございます。 

        いわゆる交通基本法という地域の交通、皆さんの地域の、住民の皆さん

の移動をどう確保していくかという事を、見越して取り組んでいくんだと

いう、基本的な理念の法律なんですが２００７年、民主党から、提出され

ていたんですけれど、なかなか審議に入らない法律なんですね。昨年、一

昨年とパブリックコメントという、随分いろんな事を書くチャンスがあっ

て、私も結構書きましたけれど、そのあと１年位は、何の進展もしなかっ
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た様な事があったんですが、ようやくこの８月７日に国土交通委員会とい

う所で審議をされるという事で連絡が入りました。どんな議論がされてど

ういう形で、ひょっとして会期内に成立しなければ、また継続審議なのか

廃案なのかちょっと分かりませんが、何とか国会の期間内で成立するとい

いな、その後はまた考えなきゃいけないことが、一杯あるんですが、尐な

くとも基本的な考え方を我々が持つという事が大切だと、私は常々思って

いました。多分、新聞にはほとんど出てきません。こういう法律が新聞に

も出てこないという事もおかしな話で、メデｲアはどういう風に思っている

のかちょっと分かりませんが、情報が国土交通省のホームページとか、そ

ういうところには常に出てまいりますので、動きを見ていただいて、出来

るだけインターネットとかそういうのに興味がありましたら、時々開いて

いただくと情報が出るかと思いますので、興味を持っていただきたいと思

っております。これが出来て何でも出来るかということではないですが、

尐なくともそういう方向が見えてくる、国としての方向性が見えてくると

思いますので、ぜひまたご覧ください。また、それを持って議論をしてい

ったらいいのではないか、基本的には、それが津の市民の皆さんの足の確

保とかそういったところに結び付くのではないかと思います。 

        それでは、座って進めさせていただきます。お手元の事項書に従って議

事を進めてまいりたいと思います、今日は協議事項が一つで後は２．３．

４が報告事項ですが、それに従って進めて行きたいと思います。 

        議事に入ります前に、前回の協議会で竹株委員から御要望がございまし

た、平成２３年度の利用状況の概略についてですね、事務局から報告が有

るという事ですので、事務局から説明をお願いしたいと思います。 

＜事務局＞   前回の協議会におきまして竹株委員さんから平成２３年度の利用状況に

ついて、概略について今回の協議会で報告させていただくよう、準備を進

めてまいりましたけれども、尐し作成作業の方に時間がかかっておりまし

て、今回の協議会での御報告に間に合わせる事が出来ませんでした。大変

申し訳ございませんけれども、次回１１月の協議会に御報告させていただ

きたいと存じますので、御了承をいただきますようよろしくお願いいたし

ます。 

＜会 長＞   委員よろしいでしょうか、出来るだけ早めに推計等々整理をしていただ

くという事でよろしくお願いします。 

        それでは事項１ですね、高松山団地乗合ワゴンに係る運行計画案につい
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て、事務局から説明をお願いします。 

＜事務局＞   それでは事項１、「高松山団地乗合ワゴン運行計画案について」 御説明

申し上げます。資料１－１をお願いいたします。 

運行計画案は、高松山団地から津新町駅までを結び、停留所を団地内と

奥田医院前、プライスカット前、遠山病院前、津新町駅に設定いたします。

運行曜日は火曜日と金曜日の週二日で、それぞれ8時30分発と9時30分

発の２便を高松山団地からの出発便としまして、また、11 時発と 12 時発

の２便を津新町駅からの帰り便として運行します。料金は１乗車300円と

しております。 

続いて資料１－２をお願いいたします。こちらは団地内に設定する停留

所の位置で、９箇所設定いたします。続いて資料１ー３をお願いいたしま

す。こちらは団地内以外の停留所の位置を示したものでございます。 

なお、停留所につきましては、停留所としての置物や時刻表は設置しな

い予定でおります。 

続きまして資料１－４、１－５につきましては、これまでにもお示しし

てまいりました案内チラシと利用案内でございます。利用を希望される方

は、事前に利用者登録を行っていただきまして、利用される当日の運行時

刻の２時間前までに電話で予約をしていただきます。そして、予約した時

刻、停留所から御乗車いただき、目的地まで行っていただきます。帰りも

予約した時刻、停留所から御乗車いただき、自宅近くのバス停に帰っても

らうという流れです。 

続きまして資料１－６でございますが、運行に向けたスケジュールでぎ

ざいます。本日の協議会で運行計画案の承認をいただいた後、９月に事業

者の選定を行い、１０月には三重運輸支局への事業申請を行いまして、来

年１月からの試験運行を目指してまいります。 

最後に資料１－７でございますが、こちらにつきましては住民・協議会・

市・事業者の役割イメージを示したものでございます。今回、住民の主体

組織となるのが、高松山団地自治会内に設置されました「高松山団地乗合

ワゴン運営委員会」で、その役割としましては、運営主体となる組織の設

立検討、自主運行に向けた取組み、それから住民ニーズを把握するための

住民アンケート調査の実施、運行計画づくりへの参画、住民への事業説明、

利用登録者の募集、住民に対する利用促進活動、住民の合意を前提とした

経費の一部負担、協賛金制度の検討、実証運行の検証、改善計画の検討、
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事業継続に向けた取組みなどでございます。 

続いてこの表の中段目の右のあたりになりますが、こちらが本活性化協

議会の役割を示してございます。内容といたしましては事業に係る指導、

助言、事業の承認、３ヵ月間の実証運行に係る経費負担、実証運行の検証

などでございます。 

続いて、中段の左端になりますのは、津市の役割でございます。津市の

役割としましては、事業に係る関係機関等との調整、運行計画づくりへの

協力、運行経費の一部補助、実証運行の検証、制度化に向けた取組みの推

進、その他、事業に係る総合的な支援などでございます。 

最後に一番下にタクシー事業者の欄を設けてございます。タクシー事業

者の役割といたしましては、予約受付、運行サービスの提供、運行に係る

乗降データの取得、管理、事業に対する、専門的な立場からの意見、事業

から得られるノウハウのタクシー事業へのフィードバックなどでございま

す。 

このように４者が、それぞれの役割を果たしながら、運行していく必要が

あると考えております。 

なお、今回の取り組みにつきましては、今後、高齢化に伴い増加するこ

とが予想される交通空白地における高齢者等の移動手段を確保するための

モデルケースと捉えておりますので、今回得られたノウハウや経験等をも

とに、制度化に向けた取組を進めてまいりたいと考えております。 

以上で高松山団地乗合ワゴンの進捗状況についての御説明を終わります。 

＜会 長＞   ありがとうございました、かなり時間が経過しましたけれど、ようやく

高松山団地乗合ワゴン運行の計画案までこぎつけられたという事で、一忚

来年の１月１日からスタートして、３月末までを実証運行という事で、取

り組んでいただくことを御提案いただきました。これについて何か御質問、

御意見は。 

＜堀口委員＞  我々が興味を持つのが、関心のある部分で運行経費の一部を補助となっ

ていますが、これ具体的にどれ位の補助が必要とされているのですか。 

＜事務局＞   今回の取組みの大きなポイントとしまして、地元の方でも負担していた

だくということがございますが、今の事務局としての案ですと経費、赤字

分ですね。赤字分の４分の１を地元の方で負担していただいて、４分の３

を市の方で補助していく事を現段階で考えております。 

＜堀口委員＞  という事は、具体的にいうと自主料金３００円となっていますけれど、
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それの約３倍位９００円位を、市の方で補助しているという計算になりま

すか。タクシーは３００円でいける訳がないので、当然それにかかる費用

と言うのは３００円を差し引いた部分が市の補助という様な形になる。 

＜事務局＞   例えば１０００円普通のタクシーでかかったとしまして経費が、そこか

ら３００円の運賃収入を引くと７００円になります、７００円の４分の１

を地元が負担していただいて、残りの部分の４分の３を市が負担すると、

そういう枞組みでございます。 

＜堀口委員＞  分かりました。 

＜竹田委員＞  ちょっといいですか、旧津市内では初めてですので、ぜひ成功させてい

きたいなと思っているんですが、補助なんですが、住民の方の枞内に住民

の合意を前提とした、経費の一部負担となっているわけですね。合意を前

提というのはどういう意味なのか。率直に申し上げると、一部役員が変わ

られて、自治会の自治会なり老人会なりの要するに運営委員会で、この事

業に否定的な方も見えると、それでなかなか全体として、今まで進めてき

たものも、それが本当に合意が得られるかどうか、瀬戸際だという話も一

部聞こえてきているんです。その辺、市としてどのように把握されて、そ

の見通しがどのようになっているのか、最悪の場合、このスケジュール通

りに行きますと、合意が得られないという事になりますと、全額地元負担

なしに全額市の赤字分の補てんをするのか、地元負担が途絶えれば当然こ

の事業はアウトになるのか、その辺の見通しと、基本的な考え方をお伺い

しておきたいなと。 

＜事務局＞   竹田委員が御心配されるのはごもっともと思いまして、これまでにもス

ジュールがだいぶ遅れてきました。大きな理由としましては、その部分が

一番大きな理由でして、ただこの４月に役員自治会長を含めまして、代わ

られたという中で、これまで自治会長をされてた方が運営委員会を立上げ

ていただいて、それもその自治会の中で自治会の合意を得て、こういう運

営委員会をまず立上げていただいたとそういう経緯がございます、それと

経費の部分につきましても、乗合ワゴンの運営に使うという事で自治会費

の中から、特別会計か何かを作っていただいて、そちらに資金を入れられ

たという様な事を御報告いただいておりますので、そういう様な自治会内

で体制が整ったという事を確認させていただきましたので、現状でこの様

な計画で、本日のその部分をお願いしたわけでございます、自治会内で今

も、その様な問題が有るという様な事は、私ども把握をしておりませんけ
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れども、今の運営委員長さんがその様な自治会で合意形成がされて、責任

を持って進めて行かれるという様な事を確認しておりますので、こちらと

しましては、現状ではこのまま進めていくつもりでございます。 

＜竹田委員＞  ぜひ、うまく行くように、ここまで来てるわけですから。かといって地

元の合意を得るというのは、お金の絡む事ですので、全ての住民が利用す

れば何も問題ないですけど、やはり限られた住民の利用のために、団地の

所から事実上、拠出する訳ですから、住民合意が前提だと思うんです。そ

の為には、やはり市の方もぜひそういう面でも、合意を得るための支援も

やっていただければ有りがたいなと。ぜひ、これが末永く発展していくよ

うに、我々も協力できるところは協力していきたいなと思っているんです。

若干そういうよからぬ話も漏れ伝わってきていますので、出発前にこうい

う状態ではちょっと心配なんですが、よろしくお願いしたいと思います。 

＜事務局＞   もう１点言い忘れましたが、もし住民の負担がされないようであれば、

市としてどうするのかという事でございますけれど、今回の取組みの、そ

の部分は重要なポイントであると考えておりまして、地元の負担なしでは

市としても補助は出来ない、という様な事で現在の所考えております。で

すから地元で負担いただけないようであれば、計画はなくなるという事で、

今の所進めている状況でございます。 

＜会 長＞   竹田委員が御指摘のように、地元の皆さんへの、地方自治というとちょ

っとおかしいんですが、支援をぜひ市の方も出来る限りの支援をしていく

という様な姿勢をやはり住民の方に見せていただくことが、随分大切だと

思うんです。自治会にお任せというんじゃなくて、市としてもこういう事

業が、上手くいけるような支援をしていくんだという、スタンスを住民の

方にも判っていただけるような、支援をお願いしていくのがいいのではな

いのかなと思います。多分、竹田委員の御指摘はその辺をしっかりやって

おいてくれと、そこまで一生懸命やったんだけど、どうにもならない時に

はまた考えなきゃならない、そういう努力をすべきではないだろうか、こ

ういう御指摘だと思うのでぜひお願いしたいと思います。 

        他にいかがでしょうか。 

＜阪野委員＞  ３００円ですが、タクシーという事で、最大何人まで乗ればペイするの

かですか。 

＜事務局＞   大体４人乗れば経費はペイできると考えております。 

＜竹株委員＞  ちょっと一ついいですか、協賛金というのは何なんですか。 
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＜事務局＞   これはですね、この事業に賛同していただける、例えば停留所としてお

ります医療機関とか、そういったところに働き掛けて、そこで自分の所に

もお客さんを連れてきてもらえるのであれば、何らかのお金を出しましょ

う、そういうねらいです。 

＜竹株委員＞  高松山の団地の住民の方が協賛金云々ではなくて、例えば遠山病院であ

ったり、スーパーであったりそういうことですか。 

＜事務局＞   そういう意味合いでございます 

＜竹株委員＞  そういったところを対象にしているんですか、そうですか。 

＜会 長＞   今の協賛金とかは、住民の皆さんが自分達で立ち上げて、１例を御紹介

しますと、京都の醍醐地域でのバスは、実はこれよりもっと市の負担金す

らない、自分達で協賛金を集めて自分達で移動をやってお客さんを集めて、

タクシー会社も安いお金で契約させていただいて、やっておられる所もあ

りますので、自分達の足は自分達で確保しようという様な動きもこれから

有り得る話ではないかなと思います。ただ、そういったってなかなかでき

ませんから、やはり行政の方が、行政の仕組みの中で色々サポートしてあ

げる仕組みをこれから創る試金石だろうと思うのです。ぜひ、成功してい

ただけるとありがたいなと思います。 

＜堀口委員＞  ちょっと素朴な質問で申し訳ないんですが、週に２日ですね火曜日と金

曜日ですか、タクシーを利用して４人程度の乗客しか見込めないんですか。

この大きな団地の中でも、例えばマイクロバスを走らせる程の人数は見込

めないという事ですか逆に言うと。 

＜事務局＞   タクシー車両１台でいいのかという事に関しては、もし１台に乗れない

ようであれば増車という事で２台３台は可能ですけれど、バスを使って移

動するほどの需要は無いと、今のところ考えております。それで事前の利

用登録をしていただいているんですけれど、今４７名の方が登録していた

だいておりますが、この中には現状で車を利用されている方もみえまして、

近い将来利用される方も含めての４７名ですので、そのあたりも含めて実

証運行の３ヶ月間で利用状況も見ながら、変更の必要があれば、していき

たいと思いますが、当初の段階では今の計画としております。 

＜会 長＞   他にいかがですか 

＜小林委員代理＞資料１－４の中に、利用料金等の中に月当たり会費が必要になる場合も

ありますよと記載がされているのですが、この辺の予定としましてはどう

なんでしょう。 
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＜事務局＞   これは当初そのような可能性もあるという事で、自治会の中でも議論し

ていただいてまして、この様な表現が有るわけですけれども、現在のとこ

ろ、利用登録された方からは会費として集めるという事はやらないという

事を確認しております。 

＜会 長＞   今回の運行計画案は、今日御承認いただくとしても、実証運行の来年１

月からの３月までの３ヶ月間の実証運行に関連したことで、御協議いただ

き、御承認いただくという事でよろしいでしょうか。いかがでしょうか、

何か御質問、御意見ございませんか。 

＜竹株委員＞  一つだけ意見ですけれど、ぜひ、他の団地も含めてこれが良い雛型にな

ると思いますので、タクシーの事業者そのものも４０何名の契約となると、

多分１名とか２名とか、そういった日もあるんじゃないかと思うのですけ

ど、単にタクシーの大きい車だけではなくて、可能かどうか分かりません

が、例えば軽を今回のケースに忚じて購入していただいて、そういう使い

方、尐ない時は軽で尐人数を運ぶ、当然この団地の方も費用の負担がどう

のこうのという事がずっと続く訳わけですので、臨機忚変、人数に忚じた

やり方が出来ないのかなと思いますけど、当初、乗合ワゴンとあったもの

で、もっと大きな１０人とか８人の人数をイメージしていたんですけれど、

４０何名となると、スタート当初はかなり尐ないんじゃないかと思います

ので、事業者の方も尐ない時は小さい車で、多い時は場合によってはワゴ

ン位の、そういう弾力的な対忚をとっていただくと、かなり面白いんじゃ

ないかなと思うんですけど、これ意見です。 

＜会 長＞   竹株さん大変良い意見ではございますけれど、緑ナンバーで乗合という

事を前提にやりますと、多分軽は駄目でしょうね。軽はタクシー車両とし

ては使えませんので、だから今の仕組みの中で柔軟な対忚をしていただく

というのが、３ヶ月間で目途を立てるというのが一つだと思うし、むしろ

先ほどおっしゃった様に、軽みたいな福祉有償で使う様なイメージで行く

とそういう事もやれない事もない。それはちょっと別の仕組みがあるわけ

です。今のようなお話は、アイデアとしては、色々これからやって行かな

ければいけないでしょうが、残念ながら今の事業という事になると、緑ナ

ンバーを使う仕組みでやろうとすると、車両はそれなりの車両を用意しな

ければいけないという事になっています。その辺も含めて、やらざるを得

ないという事だと思うんですけど、色々アイデｲアをいただくとしても車両

に関連しては、運送車両法或いはその辺も含めて、市の方とも検討してい
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ただければと思います。 

        ありがとうございました。今の竹株委員のお話はむしろ柔軟な仕組みを

考えた方がいいよ、あまりにも固定概念だけで行かずに、もう尐し柔軟な

事も考えていったらどうだという御提案だと思いますので、それも御参考

にさせていただこうと思います。 

        という事でいかがでしょうか、御意見ございませんか、先ほどちょっと

申し上げたように、３か月の実証運行という事をまずやってみましょうと、

せっかくこういった形で、高松山の団地の皆さんとの関係については、と

りあえずこういった形でサポートさせていただくという事で御了承いただ

きますでしょうか。 

        もし異議ないという事であれば、今日出席委員の皆さん全員の御承認を

いただいたということにしたいと思います。ありがとうございました。 

  それでは次の議事に入りたいと思います、２つ目ですが平成２５年４月

のコミュニティバス本格運行に向けた取組状況について、という事で事務

局から説明をお願いします。 

＜事務局＞   次に事項２、平成２５年４月のコミュニティバス本格運行に向けた取組

状況について御説明申し上げます。資料２－１をお願いいたします。 

平成２２年4月に再編いたしましたコミュニティバスにつきましては、

再編から３年間を実証運行と位置づけ、その間の運行状況の分析を通して、

より効率的で利便性の高い運行に向けた改善を行い、平成２５年4月から

本格運行を行います。 

運行見直しの手法といたしましては、再編時の運行をもとに、これまで

の利用状況データや利用者アンケート調査、聞き取り調査等の結果を分析

いたしまして、また、地域や利用者の御意見、御要望に基づき、各地域に

おける運行の問題点や改善等の検討を進め、その後、運行見直し案を作成

し、各地域の地域公共交通あり方検討会での議論を通して、最終的な運行

計画案を作成していくというものでございます。 

現在、各地域の運行見直し案の作成作業を進めておりまして、この見直

し案については、各地域の代表者や利用者代表の方々などで構成されます

地域公共交通あり方検討会で御議論いただき、地域のニーズに合った時

刻・ルートの再設定を行いまして、地域の実情に忚じたより効率的で利便

性の高い運行計画案を作成してまいります。 

本格運行に向けた見直しのポイントといたしまして、５つ挙げておりま
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す。まず一つ目は、地域のニーズに合った時刻・ルートの再設定というこ

とで、乗降調査や利用者アンケート調査・聞取り調査等のデータを活用し

まして、地域のニーズに合わせた時刻及びルートの再設定を行います。こ

れは、再編時の路線バスへの乗り継ぎ重視のポイントを緩和いたしまして、

買い物や通院、通学など地域内移動の利便性向上となる見直しを行うとい

うものでございます。 

続きまして二つ目は、運行ルート及び所要時間の短縮による運行の効率

化ということで、利用が極端に尐ない停留所につきましては、廃止の検討

を行うとともに、利用が極端に尐ないルートにつきましては、他のルート

との統合などを視野に入れた検討を行いまして、運行ルート及び所要時間

の短縮による運行の効率化を図ります。特に、利用者が極端に尐ない停留

所があるためにルートが延伸しているところにつきましては、その停留所

を廃止いたします。 

また、廃止いたしました停留所において、地域より利用希望が多くなっ

た場合につきましては、速やかに対忚ができるよう、努めてまいります。 

次に三つ目は、買い物や通院に十分対忚した運行の実施ということで、

スーパーの閉店や医療機関の開設・閉鎖など、刻々と変わる地域の状況を

考慮いたしまして、買い物や通院に十分対忚した運行を行います。 

次四つ目ですが、目的地までの乗り継ぎ負担の軽減ということで、地域

内での乗り換えは、高齢者の方には相当の負担となるため、利用者の大半

が高齢者の方であることを考慮いたしまして、地域内の主要目的地には、

できる限り一回の乗車により到達できるように極力乗り継ぎを無くし、利

用者の負担を軽減した運行に努めます。 

五つ目は、住民参画・協働による推進体制ということで、地域ごとに、

住民代表者、利用者代表者及び各種関連団体の代表者などにより構成する

地域公共交通あり方検討会を開催いたしまして、地域の意見や要望を直接

聞くとともに、利用促進や計画改善の意欲につながる住民の参画と協働に

よる推進体制で、見直しを行います。 

以上の５つのポイントで、本格運行に向けた見直しを進めております。 

今後のスケジュールでございますが、７月～１０月にかけて、各地域で

開催いたします地域公共交通あり方検討会で、運行見直し案について御議

論をいただきまして、運行計画案を作成してまいります。 

続いて、１１月下旪に開催されます第３回津市地域公共交通活性化協議
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会で運行計画案の御承認をいただきまして、来年１月から３月の間に、バ

ス停時刻表や周知用チラシ・時刻表の作成など、運行変更の準備を行うと

ともに、地元説明会や時刻表配布など、各地域への周知を行う予定でござ

います。 

つづきまして資料２－２をご覧ください。資料２－２でございますが、

平成２５年度の各地域の運行見直し案でございます。運行見直し案につき

ましては、先ほども、御説明させていただきましたとおり、１１月下旪に

開催いたします第３回協議会にて御承認をいただく予定でございます。今

回は、途中経過と言いますか、現在の運行見直し案の主なポイントを簡単

に御説明したいと思います。 

         本日お配りいたしましたこちらの運行図ですね、運行図につきまして必

要に忚じて参考に見ていただきたいと思います、先ず久居地域でございま

すが、久居地域の改正案の主ポイントといたしまして、稲葉ルートの水曜

日と桃園ルートの月曜日において、三重中央医療センターの受付終了時間

である１１時に間に合っていないとの御指摘がありましたことから、受付

時間に間に合うよう、始発時間を３０分繰り上げる変更を行いたいとその

様に考えております。  

続きまして河芸地域ですが、運転手から運行ダイヤが実際の運行時間に

合っていない部分があるとそう言った指摘があったことから、運転手とも

協議した上で、問題があるようでしたら、運行ダイヤの微調整を行いたい

とこの様に考えております。 

続きまして芸濃地域でございます、現在、各ルート週４日運行しており

まして、４日中週２日につきましては２往復運行しておりますが、残りの

２日間につきましては、午前は行き便と帰り便の１往復、午後につきまし

ては帰り便のみの運行となってございます、芸濃地域のあり方検討会で午

後の行き便が無いのに帰り便だけ使わないとの御指摘があったことから、

午後の行き便を増便し、全ルート週４日２往復の運行にしたいとそのよう

に考えております。また芸濃地域の主な利用方法といたしましては、ショ

ッピングセンターへの買い物であることから、朝の１便目の出発時間を３

０分程度遅らせ、ショッピングセンターへの開店時間に合わせた運行にし、

また乗降者が尐ない非効率な停留所につきましては、廃止したいと考えて

おります。 

さらに芸濃地域のあり方検討会の中で祝日も運行してほしいとの御要望
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があったことから、祝日の運行につきましては、全市的な対忚として、メ

リット、デメリットを検証した上で今後、検討してまいりたいとその様に

思っております。 

        次に美里地域ですが、運行図の４をご覧ください、長野・高宮ルートで

すね、緑のルートなんですが、長野・高宮ルートにおきましては、フリー

温泉病院、湯の瀬方面この運行図で言いますと、真ん中の一番下あたりで

すね、一番下のフリー温泉病院、湯の瀬方面に行くには美里総合支所で辰

水ルートに乗り継いで、行く必要があり、利用者から乗り継ぎ無しで直接

行きたいとのその様な要望があったことから、長野・高宮ルートを延伸し

まして、フリー温泉病院・湯の瀬方面に直接乗り入れを行いたいとその様

に考えております。また長野・高宮ルート及び辰水ルートで夕方の利用者

が尐ないことから、夕方の運行便数について、調整を加えたいとこの様に

考えております。 

        次に安濃地域でございます。運行図５をご覧ください、利用者が極端に

尐ない村主ルート、この運行図で言いますと青い線で描いてあるルートな

んですが、この村主ルートにつきましては、利用者が極端に尐ないという

理由から一旦休止といたしまして、村主ルートの中でも利用のある停留所

につきましては、他のルートへ組み替える変更を行いたいと考えておりま

す。また現在、行きが１便、帰りが２便の１往２復の運行となっておりま

すが、全ルート２往復に変更したいと考えております。 

また安濃地域につきましては、ほとんどが曽根橋にあるぜにやの利用と

なっているので、ぜにやの開店時間前である朝８時台の便をぜにやの開店

時間であります９時台に合わした時刻設定に変更したいと考えております。 

安濃地域の満足度調査の回答の中に、安濃地域から津インター付近にあ

りますＡコープまで路線を延伸してほしいとの要望がございましたが、買

い物につきましては、曽根橋のゼニヤでできること、またニーズが不明確

であることから今回は見送りたいとその様に考えております。 

        次に一志地域ですが、現在、月曜日から金曜日の週５日運行をしており

ますが、年間乗降者数及び１便当たりの乗降者数のデータを見ますと週５

日運行する必要性が低いことから、週３日運行に減便し、その代わりに１

日の運行本数の増便を考えております。 

        次に白山地域です。運行図の７をご覧ください、現在マックスバリュ川 

口店へ一部乗り入れを行っておりますが、これをマックスバリュ川口店 



 

 - 14 - 

営業時間内については、全便乗り入れを行いたいと考えております。また

三ヶ野循環ルート運行図で言いますと緑の路線になりますが、三ヶ野循環

ルートにおいてこのマックスバリュ白山店での買い物時間が非常に短い

との要望を受けまして、適正な買い物時間を確保するとともに、三ヶ野循

環ルート全体においても、国道の右折の危険回避のため、回り方等を変更

したいと考えております。 

        最後に美杉地域になります運行図８をご覧ください。美杉地域におきま

しては、現在循環ルートで運行しておりますが、利用者から使いにくいと

の御指摘が多数あったことから、循環ルートを見直しまして、直線的な往

復ルートの設定を行いたいと考えております。また現在、一志病院へは一

部しか乗り入れていませんが、需要が高いことから、全便一志病院へ乗り

入れを行うこととし、また白山の家城地区にあったニューライフが撤退し

たことから、美杉の地域住民の買い物の交通手段の確保という観点から、

白山地域川口地区にあるマックスバリュ川口店へ１日２往復乗り入れを行

いたいとその様に考えております。 

        以上、平成２５年度の各地域の運行見直し案の大まかなポイントを御説

明させていただきました。この運行変更案でございますが、あくまでも現

在の案でございまして、地域公共交通あり方検討会を９月中に開催する地

域もございます、そういった意味では、不確定なところもございます。今

後、あり方検討会での御意見等を踏まえ、再度、事務局の方で調整した上

で、１１月に開催いたします第３回協議会にて、確定した運行変更案を提

示させていただきます。その際、協議会の方で御協議及び御承認いただき

たいと思いますので、何卒よろしくお願いいたします。  

また各地域の公共交通あり方検討会の開催結果でございますが、資料2

－3をご覧ください。現在河芸、芸濃、安濃、白山、美杉の５地域で既に

開催しておりまして、運行変更案につきましては、御議論いただいた上、   

白山地域を除いた４地域で概ねの了承を得ております。久居地域、美里地

域、一志地域、また白山地域の２回目の開催につきましては、今後、順次

開催予定でございます。 

以上で、平成２５年4月のコミュニティバス本格運行に向けた取組状況

についての御説明を終わります。 

＜会 長＞   ありがとうございました。協議の段階ではございませんが、地域での公

共交通あり方検討会の開催を含めて検討している内容につきまして、御報
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告いただきました。 

        これについて、何か御質問、御意見等ございましたら、いかがでしょう

か。 

        ちょっとだけ私の方から、運行時間の変更等というのは、委託しておら

れる事業者さんの配車の関係とか、いろいろあって努力していただいてい

る部分が大変多いかなと思いますが、本数の増加を今まで、帰り便のみだ

ったのが２便確保しましょうと、こういう風なことに御検討していただい

ている事になると大変申し訳ないですけど、経費上は結構増加するんじゃ

ないかという気がするんですが、そこら辺は、それほど多くの経費を投下

せずにでも、こんな形が出来そうか感触としてはどうなんですか。 

＜事務局＞   委託業者とも協議をさせていただいて、一忚、市の感触としては、料金

がだいぶ増えるのではないかという感触の中でお話をさせてもらっていた

んですが、今まで人を確保する観点は変わらないと、ただ、増便をするこ

とによって人件費は変わらないんですが、その分の燃料費だけ、どうして

も掛かってしまうと、ただ、燃料費につきましては１便が増えた分位では

そんなに変わらないというお話でした。 

＜会 長＞   事業費の事は、かなりシビアに考えざるを得ない。お金が沢山あればい

いですけど、それだけではないとすると、事業費の投資の金というのは低

く考えていかざるを得ないという事が出てくると思いますが、それをやり

くりしていただいて、地域の皆さんと知恵を出し合っていただいていると

いう事だと思います。他に何か。 

＜吉川副会長＞ 事務局にお尋ねしますが、市議会の中に、交通に係る特別委員会が有る

と思いますが、地区のごく一部から要望があって、議員からそういう委員

会の中で発言が有って、こういう協議会の主要の中へ入ってきたんだと思

いますが、今日も昨日も話をしていたんですが、あくまでも住民の足であ

り、先ほども話がありましたように、利用者というのは高齢者、ごく一部

に限られているという事で、各自治会の路線変更とか、時間帯になります

と、各自治会の地区自治会の意見を統一して、それをまとめて協議会の事

務局へ、要望なりを挙げていただく様にしませんと、市議会の方で挙がっ

てきて、協議会の主要の中に出てきたのが、ちょっと私、そこが納得がい

かないんですが、どうなんですか。 

＜事務局＞   委員さんがおっしゃられるのは、交通体系特別委員会だと思うのですが、

今日提出させてもらっている運行変更案というのは、あり方検討会、地域
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の方で決まった案を、今日御提出させてもらっています。特別委員会では

あり方検討会を経て協議会の承認を得て、決定するという事を、御報告は

させていただいています。特にそこでどのように変えたらよろしいですか

といった意見を求め、そこで決めるという様な手法は取ってはおりません。

御意見として参考にはさせていただくんですが、当然委員さんおっしゃら

れるように、１番は地元でのあり方検討会で、この協議会という部分では

させていただいておりますので、その様な形で進めております。特別委員

会に関しましては、途中経過ということで、御報告させていただきました。 

＜吉川副会長＞ 報告ならよろしいんですが。あくまでも協議会、地元の検討会の検討結

果を答申させてもらうつもりでいますので。 

＜事務局＞   そういう形で、御承認いただくのは、この協議会で間違いのないことで

すので、ただ交通体系特別委員会という、市議会の委員会が有りますので、

御意見としてここもこのようにしたらいいんじゃないのと、御意見が有れ

ば参考にはさせていただきますけれど、御承認いただくのは特別委員会で

なくて、この協議会という部分は間違いございません。 

＜吉川副会長＞ 分かりました。 

＜立松副会長＞ ちょっとよろしいですか、補足させてもらいますが、確かに議会で交通

体系調査研究特別委員会というのがございまして、この委員会あくまでも

コミュニティバスだけじゃなしに、海上アクセスもありますし、一般の鉄

道路線も含めた形で、要するに税金投入していくからには、より効率的な

部分も含めて、施策上の位置付けも話をするようなそういう所です。ここ

はあくまでも法定協議会ですので、ここの議決が無いと何も動きませんと

いう風なところで、いろんな地域の話の中で挙がった部分を、この法定協

議会で承認をいただくという、一番大事な組織になります。逆に議会サイ

ドの方からは、トータル的な交通のあり方をそういうところを視察に行っ

たりしながら、検討する場という事ですので、ある意味、性格とか位置付

けとか全く違いますので、ただ、今の時代ですので交通の在り方というの

が、議員も含めて非常に大事なことですから、やはり議論の中では、コミ

ュニティバスというものが中心になってきますので、どうしてもやはりこ

れから先、高齢化を迎える中で、そういう移動困難者の方の対策として、

津市がどうあるべきか、というところを、重点的に話し合われる場として、

委員会を特別に設置したという様な経過でございます。 

＜吉川副会長＞ ご存じだと思いますが、７月に美杉総合支所で、コミュニティバスも含
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めて名松線をいかに守るかと、維持していくかという事で、大学教授の講

師の方がみえました。私、実は参加をさせていただいて、２時間くらい聞

かしていただいたんです。その中での講師の方が最後に言ったことは、自

分達が名松線を守る為には、美杉の５千人の住民が、月１回でいいから住

民の人が電車に乗ってくださいと言ってみえました。美杉も大変だと思い

ます、コミュニティバスの停留所もぐっと増えてきたんですけれど、人口

は５千人ですが、面積は新津市の３分の１は美杉で占めており、苦慮して

いますと言ってみえました。コミュニティバスを利用するというのは、一

般的でなくて特に学生が利用してくれればいいのですが、高齢者でどうし

ても買い物に行くためには、バスを利用するにも便が無いと、限られてい

ますので、各自治会の住民の方、先ほども話が有りましたが、理解をして

もらうことが自治会の役員の役目ですと、講師の方も言ってみえましたが、

難しい点もあると思いますが、協議会がその様な権限を有しておれば、安

心してこれから取り組んで行かしていただきたいと思います。 

＜会 長＞   多分７月の地域主催の総合支所の方でやっていただいたことですね。い

ずれにしても今の話の中でありましたように、市民の方がお使いになって

いただくというのが一番大切な事なんです。津の協議会は今日も２人の女

性の方に参加していただいています。先日、研究会が富山で開催されまし

て、私も気にしているんですが、こういう委員会やりますと、男の方がほ

とんどなんですが、おばあちゃん達は良く乗るんだけど、おじいちゃん達

はちっとも乗らんと、これが一番問題なんですよね。何とか男性が乗れる

ような、お年寄りの中でもおじいちゃんが尐ないですね。ほとんどの方が

女性の方で、どうしたら男性が乗れるかというのは、あり方検討会でぜひ

議論しておいていただきたいですね。御意見いただく方は男性の方が結構

多いんですね、検討会でも。でもその方が利用していただけるかどうかと

いうのは分からない。ほとんどが全然乗らないという方が多い。路線バス

でも同じことです。本来そういう努力を交通事業者なり、行政もやらなき

ゃいけないんですね、ちょっと若い先生にどうやったら、おじいちゃんが

乗れるか、検討してみようといって話をしていたんです。いろんな面で多

角的に御利用いただけるよう仕組み、または一回乗ってみてみようじゃな

いか、という様な仕組みを、創っていくのがいいのかなと思っているんで

すが、ぜひ、検討会の中で話題にしてもらって、皆さんが利活用出来て良

かったなという仕組みに作り上げていくというのが大切ということで、ぜ
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ひ、よろしくお願いします。名松線の話についてはまだ尐し時間がかかる

と思いますが、当然今、美杉地域でのバスとの協調といったものも、これ

から考えなきゃいけない、これについても会議をしたいと思います。 

        他にいかがでしょう。 

        一忚御報告いただいたという事で、御意見等ございましたら事務局の方

へ、こうしたらいいとか、こういう事が必要じゃないかとか、お気づきに

なった点がございましたら、随時、事務局の方にもお声かけいただいたら

と、思いますのでよろしくお願いします。 

        それでは３つ目の議題に移りたいと思います。 

        事業評価分科会に係る経過報告について、事務局の方からお願いします。 

＜事務局＞   それでは次に事項３、事業評価分科会に係る経過報告について、御説明

申し上げます。 

事業評価につきましては、これまで協議会でも御議論いただいてきまし

たが、去る７月３日に３回目の事業評価分科会を開催しましたので、その

経過報告をさせていただきます。資料３－１をお願いいたします。 

資料３－１は、これまでの協議会及び分科会での御議論を踏えまして、

まとめさせていただきました事業評価の考え方になります。 

これまで津市の公共交通システムを、幹線と準幹線、支線の３つに分け、

幹線は三重交通さんの路線バス、準幹線は三重交通さんが維持できなくな

って市が廃止代替として維持している路線、支線はコミニティバス、この

３つについて事業評価をしていってはどうかと、私ども事務局案として御

提示させていただきました。しかしながら、現在、再編後の次のステップ

としての公共交通の全体計画がない中、現時点でそのように定義するのは

良くないという御意見を分科会でいただきましたので、今回の事業評価は

平成２２年４月に再編しましたコミュニティバスについて事業評価を行

うものとし、再編前の各ルートの目的や役割、機能などを再編時にどう見

直したのか、また、見直し後の運行について、実証運行の３年間の状況を

検証して、次のステップへ向けて改善計画を作るためのものにしたいと考

えております。 

次の１から７は、事業評価の具体的な考え方でございます。 

１、各地域の特徴や特性を文章で表現して各地域の事情を考慮した事業評

価とする。 

２、各地域のルート毎の事業評価シ－トを作成し、ルート毎に評価を行う。 
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３、各ルートの目的、役割、機能を明確にしてそれらが果たされているか

を検証し、その上で採算性をもう１つの視点で補完的に見てみる。採算性

を見る評価指標については、数値だけが突出しないよう文章等で工夫する

事にしております。 

４、ルートを廃止する為の事業評価ではなく、路線を可能な限り維持して

いくために、改善に向けて活用していくための事業評価とします。 

５、そのル－トがどの様に使われているのか見つけるような、そのル－ト

の特徴が評価で来るような指標をル－ト毎に設定いたします。 

６、改善できる事をある程度見据えた評価指標を設定してまいります。こ

れは採算性とかいろんな評価指標はございますけれど、それらを単に示す

ことは簡単ですが、それを改善していくとなると色々難しい部分がござい

まして、そういった部分を見据えた上での改善しやすい様な評価指標を検

討していきたいと考えております。 

７、評価をするについては市、活性化協議会が行っていくわけですが、そ

れを地域の住民の方々に見ていただいて、それが本当に地域住民の方々が

受取って理解してもらえる様なものでなければいけないということで、そ

の様な、事業評価を行って行きたいとも考えております。 

続きまして、資料３－２から３－５までを御説明させていただきます。 

資料３－２は、事業評価の構成についての案でございます。 

まず、各地域の公共交通の現状、経緯や特性、コミュニティバスの特徴、

課題を文章で表現し、各ルートの運行状況、運行図を記載します。続きま

して、各地域のルートごとの事業評価シートと、事業評価フローの構成に

したいと考えております。 

資料３－３につきましては、安濃地域を例としました公共交通の現状、

コミュニティバスの特徴、現在の特徴、運行状況でございます。この様に

地域の状況をこの様に表現するということをまずイメージするという事

を考えております。 

続きまして資料３－４でございますが、こちらは安濃地域の村主ルート

をモデルとした事業評価シートで、これが具体的な事業評価になるもので

ございます。シートの内容といたしましては、ルートの特徴、課題、ルー

トの概要、事業評価指標と評価結果、総評、改善事項としておりまして、

これが事業評価のイメージになっております。できるだけ各ルートの目的

や役割、機能などをきめ細かく載せるようにしていきたいと考えておりま
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す。事業評価指標につきましては、これまで利用率、１便当たりの利用者

数、収支率、利用者一人当たりの財政投入額、１ｋｍ当たりの財政投入額、

この５つを基本として示していくということで御提案させていただきま

したが、それらの指標では、結果的にマイナスのイメージが強いものにな

るという心配もございますので、ルート毎の特徴をうまく表現できるよう

な、また、地域の人たちに伝わりやすい指標も検討いたしまして、この５

つの指標は補完的な意味合いで載せていくのが良いのではと考えており

ます。事業評価の見せ方にも工夫が必要であると考えます。 

続いて資料３－５は、こちらは事業評価のフローでございます。これま

での御議論を踏まえまして、コミュニティバスにつきまして、まず、活性

化協議会で各ルートの事業評価を行い、運行継続の判断を行っていただき

ます。継続と判断されれば、必要に忚じて事業改善を行い運行継続してい

きます。活性化協議会で運行継続は難しいと判断されれば、次の段階とし

て各地域のあり方検討会等で再評価を行い、一定の基準に基づいて、存続

の是非を確認してもらいます。その段階では、地域で、問題点や課題点等

を整理し、改善策の検討と改善計画を作成します。継続の方法といたしま

しては、コミュニティバスとしての継続やデマンドタクシー等への移行の

ほか、住民主導型による地域公共交通としての運行継続の形がございます。 

なお、一番下の右端の赤色の部分に、「路線の休止・廃止」と記載して

ございますが、この部分については、今回の事業評価のフローとしては、

運行継続のフローだけで良いのではないかという御意見を分科会でいた

だきましたが、村主ルートの休止・統廃合の予定もございます事から、フ

ロー図にもこの旨、表現をさせていただいております。 

以上が、事業評価分科会に係る経過報告についての御説明でございます。 

事業評価につきましては、分科会で一定の方向性をいただきましたので

今後、事務局で各地域各ルートの事業評価に向けた作業を進めてまいりた

いと思います。作業内容については、随時、伊豆原会長に御相談させてい

ただくとともに、その進捗状況につきましては、活性化協議会でも御報告

させていただきたいと考えております。 

なお、事業評価分科会で、コミュニティバス再編後、次のステップへ進

む津市としての新たな公共交通の全体的な計画が必要ではないかという御

意見をいただきました。本来、事業評価の仕組みについても全体計画の中

で位置づけるものであり、また、コミュニティバスの再編後、３年間の実
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証運行も今年度で終わりを迎える状況ですので、今後、計画策定に向けて、

検討・準備を進めてまいりたいと考えております。つきましては、活性化

協議会の委員の皆様にも、今後、計画策定に向けた御協力を賜りたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

＜会 長＞   ありがとうございました、事業評価にかかる結果報告ですが、これにつ

いて何か御質問、御意見ありませんでしょうか。 

＜谷口委員＞  ３－３の運行日が、月曜と水曜、火曜と金曜、土曜日は無いんですか。 

＜事務局＞   安濃の運行状況でございますが、安濃について土曜日は運行しておりま

せん。 

＜谷口委員＞  安濃地域のコミュニティバスの対象者は高齢者の方とか、そこの地域に

住んでいる方とかの利用を中心になっているんでしょうか。 

＜事務局＞   安濃地域につきましては、ほとんど高齢者の方が利用していただいてお

りまして、主な目的として買い物で、ぜにやに行かれる方が大半の利用で

ございます。 

＜谷口委員＞  高齢者以外にも若い学生の方とか、スポーツをやられる位の年齢の方に

も利用していただくには、安濃公園という立派な公園が有りますよね。安

濃中央総合公園、そこは土曜日とか日曜日はバレーボールの試合があった

り、テニスの試合があったり、サッカーの試合があったりするんですが、

その子たちにも、利用していただいたらいいなと思うんですけど、時間帯

もありますし。私、土曜日にテニスをしに安濃中央総合公園まで行ってい

たんですけれど、私、ペーパードライバーで主人が送っていけないと言っ

たら休みになるんですね。民間のバスが途中までしか来てないから。その

先が土曜日はやってないですよね。それが平日であったとしても、大きな

公園であるし、施設が立派なので、それを目的にする人も出てくるかもし

れないので、土曜日も考えていただいたりだとか、そういうスポーツ施設

が立派なので、ぜにやの買い物も大事ですがそういうのも組み込んで行っ

たらと思うんです。 

＜事務局＞   確かにいろんな視点でバスを運行していくことは、大事なことだと思っ

ております。ただ、安濃中央総合公園ですが、今こちらへは、通ってるわ

けですが、１年間の利用状況をみると、４つのルートで利用者がゼロとい

う様な結果もございますし、曜日が悪いのかも分かりませんが、元々安濃

は無料のバスという事で、そういった意味からも、高齢者の方が利用され

ていた経緯がございますので、そういった目的で、走っておりますけれど
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も、今後そのあたり参考に検討はしていきたいと思います。 

＜吉川副会長＞ 谷口さん、総合公園、総合体育館は若い人が圧倒的に多いんです。体育

施設を利用するのに、どういうルートで体育施設へ利用されているんです

か。体育施設は若い方が圧倒的だけどほとんど、自家用車で行っていると

思いますが。 

＜事務局＞   もうこれはほぼ１００％車で移動されています。 

＜吉川副会長＞ 車ですか。 

＜竹田委員＞  ただ、ああいうコミュニティバスは、若い世代は乗れないと、利用でき

ないと思っている。誤解されている方も結構みえる。若い人でもいや高齢

者だけしか乗れないという事ではないですよと、若い人でも乗れますとい

う様な事を、広報か何かで知らしてもらうと、なかなか広報を出しても読

まないという事もあるでしょうけれど、そういう誤解、結構あるんです。

僕はぐるっと・つーバスというのを主宰しているんですが、あれも最近、

ようやく体育館へ行ったり利用されたり、或いは、セントレアというんで

すか、なぎさまちへ、行かれる若い人もたまに利用されるというのが有る

んですが、ようやく、ぐるっと・つーバスも若い人でも、年寄りで無い人

でも乗れるんだというのが理解されてきた。従って恐らく旧町村で走って

いるバスは、高齢者しか利用できないんじゃないかと、誤解されているこ

とも、無きにしも非ずですから、そういうコマ―シャルはしておく必要が

あるんじゃないかと。 

＜武田委員＞  私も、今の意見でコミュニティバスは、高齢者のためにあるのかなと思

っていたもので、恥ずかしい話なんですが、高齢者は幸せだなと、中堅ど

ころの我々はどういう風な存在になるかなと実は考えておりまして、一度

ぐるっと・つーバスも乗ってと思っているんですが、自分も年寄りですが、

御高齢の方に対する足の確保の為にあるのかなと、実は考えておりました

ので、ちょっと今、いい御意見を聞きましてほっとしたわけでございます。 

＜会 長＞   そういう誤解といいますか、誤解というよりも理解、皆さんはそういう、

コミュニティバスという言葉からイメージして説明するときに、どうして

も高齢の方とか、移動に支障をという様な説明をしてしまいますから、余

計そんな感じがするんでしょう。移動困難者というから、余計に若い方は

結構誤解される、そういう意味でもっと誰でも使えるんだという、説明を

していかないといけないと思うんですね。あり方検討会、先ほど、おじい

ちゃんも乗れるようなと、私ちょっと言いましたけれども、そこら辺がど
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うしても手薄になるんですね。あり方検討会の中でも、そういう事を皆さ

んにメッセージを出していくというのが必要だろうと思うので、今谷口さ

んおっしゃった様に、実はそれが分かってくると、手前味噌な事を言って

申し訳ありませんけど今、私が住んでる所は、車を持っておられる若い女

性の方も乗っていただいて、車有りますかというと自分の車有りますよと

いう方もみえまして、自由になる車があっても、バスを利用していただい

ているというのもありますし、近くの三好市なんかは、大きな商業施設へ

行くのに駐車場が大変なんでバスだよという様な事をおっしゃられる若い

方も結構みえる。いろんな使い方が出来るんだという様な事も、ぜひ、皆

さんに出してあげる。実はＰＲに他の所ばっかり出しますが、豊川市なん

かは、こういう使い方が有るんだというのを沢山事例が入れてある、コミ

バスの使い方教室みたいに、こういう場合はこう使いなさい、買い物だけ

じゃなくて、病院へ行くときはこうだと、そういうものが入れてあるので

すが、小学校へ行く時には、こうやって使えるよとか、保護者会が有った

らこういうのが使えますと、何時だったら、こういうものが使えますよと、

そういう時刻表とかをペアにして、体育館に行くのだったら、何時にオー

プンするんだったら、こう言う風に使えるよとか、使い方の指南書といっ

ているんですけど、そういう風なものを作って配ったりしています。尐し

使い勝手みたいなものを地域の方でお考えいただくのも一ついいかな、今、

武田さんおっしゃたように、いいかもしれませんね。 

＜竹株委員＞  僕、あまりコミュニティバスの中身まで分からないんですが、しかし、

元々のスタートの観点で行くと地域を取り巻いて、色々商業施設に降りた

り、病院に降りたり、結構はっきりしていますよね。コンセプトが。僕も

思うんですよ。僕も高野尾におりますけど、湯の瀬まで乗せてくれたらい

いなと、あるいは芸濃の、あるいは安濃のいろんな施設へ行けたらいいな

と思うですが、実際にゾーンとゾーンの所を結ぶ、あるいは結べるという

様なことは可能なんですか。先ほど市の方で、検討をすると、ちょっと言

葉を濁していましたが、考えていきたいみたいなことを、おっしゃってい

ましたが、僕はかなり難しいのではないかなと思いますけれど、それは三

交さんが有り、一般の交通機関がありますから、そういったことも兼ねて

考えて行くと、結構難しいんじゃないかと思うんですけど。 

＜事務局＞   コミュニティバスの基本は、地域内の移動でという事で考えております

けど、地域と地域間を結ぶとか、そこをコミュニティバスで結ぶというの
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は、やはり現状では難しいと思います。その役割を三重交通さんの、幹線

的な路線を乗り継いで行くのは、一つのコミュニティバス、そこへ繋げる

のが、コミュニティバスの役割と考えておりますので、そういった面では、

地域間と地域間を結ぶというのは、かなり難しいとは考えております。先

ほどの安濃の公園の件については、安濃の地域内という事でございますの

で、その中の検討という事で。 

＜竹株委員＞  その中であれば可能だと思うのですが、高野尾から。 

＜事務局＞   確かによその地域の、距離のあるところを、コミュニティバスで結ぶと

いうのは、難しいと思うのですが。 

＜竹株委員＞  そこを僕は、はっきり考え方が有るわけですから、検討できないやつは、

はっきりそう言うふうに、申し上げた方がいいんじゃないかなと。 

＜堀口委員＞  コミュニティバスを語る前に、はっきりした幹線がほしいんですね、私

らは白山町に住んでいるのですが、久居へ行けないんです。お隣の、一志

のショッピングセンターへも行けないんです。ここだけ回っている感じで、

津市が合併して一つになっているのに関わらず、地域で孤立しているんで

す。これをまず通してもらって、コミュニティバスが集まるような形で、

持って行くのが理想だと思うんですが、そこからであれば分かりやすいし、

皆が便利になるんじゃないかと、思いつつ参加しているんですが、いつま

でたっても、その様にならないんですよね、それをこれから検討していき

たいと願っている訳です。 

＜竹田委員＞  そういう意味では、地域という捉え方が、その時代時代によって変わっ

て当たり前だと思うんです。それだけ世界も大きく言えば、世界も一体と

なって世界的な規模で、地球的な規模で物事を考えなきゃ、生きていけな

いという時代になってきているわけだから、地域というとらまえ方が旧来

の狭い意味でなくて、これから津市も交通基本政策を創っていく場合に、

非常に大事な要素になると思うんですが、地域という事をどういうふうに

捉えるのかというのは、従って市民の移動意欲といいますか、そういう欲

もかなり広くなってきているんですよ。昔の隣へ行くという場合に同じ。

例えば旧美杉であれば竹原から八知へ行く、あるいは、奥津へ行くという

様な事でなくて、移動するのが津へ行くとか、松阪へ行くとか、地域を超

えた移動を要望されるという、時代になってきている訳ですから、尐なく

ともオール津で、せめて合併してオール津で一つの地域というふうに、捉

えて考えていくことも、これから求められていくんじゃないかと、今まで
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は仕方がないですよね。自治体が一つの生活の単位というのは。しかし１

０市町村が合併して６年経ちますが、従ってもう尐し地域のとらまえ方と

いうのを検討していく必要があると思うんです。狭い意味での地域でなく

て、広くとらまえるべきではないかと。でないと住民の要望の矛盾が解消

できない。 

＜竹株委員＞  コミュニティバスのコースを見て、久居っていいなとずっと見ていたの

ですが、やはり調べるとスタートしたのが結構古いんですね。平成１０年

に、こういった体系が出来たと先ほど教えてもらったんですが、これだけ

久居の街を取り巻く、一般のバスが走っているにも関わらず、結構住民サ

ービスとして、コミュニティバスが端から端まで網羅しているというのは、

凄くうらやましいなと思う半面、先ほどの話ではないんですけれど、同じ

津市の住民として捉えると、ギャップみたいなところがどうなのかなとい

うふうに思うんですが、久居のコミュニティバスがかなり細部まで走って

いる、とにもかくにもうらやましいなという感じでいいなと思うんです。 

＜会 長＞   今のお話で最初の原点に戻ってしまうのですが、協議会を立ち上げる時

に１０市町村が合併して、合併前の地域、市町をベースに考えられている

コミュニティバスというものを、まずはメスを入れましょうということで

した。実は２つの考え方があって、いわゆる津全体としての公共交通の計

画を創るべきだというお話と、まずは、旧市町村で運行されているコミュ

ニティバスにメスを入れて、何とか利活用出来るような仕組みを確立しよ

うようではないかという、２つの議論があったわけです。今お話が丁度出

てきたのは、津のいわゆる公共交通の基本的な計画といいますか、先ほど

事務局が言ってくれました基本的な計画を創るという事は、若干棚上げに

してきたきらいがございます。ようやく今、竹田委員ほか３人の委員の議

論も出てきたんですが、ようやく皆さんそういうところに目が、地域とい

ってもこれはどういうふうに捉えるか、そういった議論が、ようやく出て

きた感じがしているんです。ですから次のステップは今のお話の所へ行く

と思うのです。旧の市町の中でくるくると動くというのが、一つ整理がさ

れてくるとすれば、次は市全体としてどういうネットワークを組むかとい

う事が、これからは必要になる。その中で谷口さんがおっしゃったような

施設、いわゆる良い施設が一杯あるにもかかわらず使いきれていない部分

も無きにしも非ずということになると、そういう移動だけでなく、施設の

配置の問題とか、使い勝手の問題とかそういう所まで私たちはメスを入れ
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ていかなければ駄目で、それをベースに基本的なネットワークを創って、

若い方、子ども達も含めて移動の足が確保できる様な仕組みをどう創って

いくか、これが先ほど基本計画のお話が有りました。事務局の方からも考

えて行こうというステップに動いているよと、新たに公共交通の基本計画

を策定したいんだ、という意図だろうと思いますので、次のステップで、

そういう事を考えていけたらと思います。そういう意味ですね、事務局の

御提案は。という事でおっしゃった通りだと思います。旧の市町を超えた

コミュニティバスは残念ながらありません。これは実は、三重交通さんも

おみえになりますが、ここで三重交通さんの路線も、一緒に考えていかな

ければいけない訳で、三重交通さんの路線が廃線となっても困るわけで、

三重交通さんのお考えというか、事業者の専門的な御提案なんかも、これ

からいただくというか出てくると思います。ぜひ、そんなところへ議論が

持っていけたらと思いますので、その辺もお願いしたい。それとやはり、

コミュニティバスがお年寄りの為だというそれは一つ考えなければいけな

いことです。しかし、他のことも考えていかないと、若い方もそれは使い

方もあり方検討会で検討してほしいと申し上げたのは、例えば幼稚園の子

たちを招待して乗せてあげるとか、小学生の社会見学に使ってもらうとか、

やり方はいくらでもある。そういう事を仕組んでくれる人がいない、総合

支所でそういう仕組みを考えてほしい訳です。教育委員会の皆さんと手を

組めば、子供達がどこか行くときに、コミバスに乗って街を見に行くとか、

そういう企画をして行く、それが楽しい乗り物だったのでよかったねとな

れば、保護者の方も一緒に乗ってみるとかいろんなやり方を皆さんやって

ます、その辺もぜひ、あり方検討会の方に情報提供していただいて、こう

いう使い方があるんだと言うところも、いわゆるお年寄りのおばあちゃん

の方が病院や買い物に行くというイメージを払拭しないと意味が無いと思

うんです。情報は一杯あります。確か局の方の情報には一杯でてきます。

そういう事で使い勝手の事も、考えるといいと思います。        

ということで、評価についてはよろしいでしょうか、これも途中報告でご

ざいまして、これから尐しこういったことをしながら、コミュニティバス

についてはチェックをしながら、先ほど提案がございましたけれども、そ

ういった形のものを創りあげていきたい、次のステップへ進める様な方向

でいきたいという事でございます。御報告いただいたという事で確認した

いと思います。ありがとうございました。 
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        それでは、事項の４の利用促進グッズについて事務局からお願いします 

＜事務局＞   それでは、事項４の利用促進グッズについて御説明申し上げます。 

昨年度開催いたしました利用促進グッズに係る作業部会での協議の中で、

安価なグッズを大量にばらまくのではなく、尐し高級感のあるグッズに厳

選し、対象者に配布してはどうかといった意見もございましたので、今年

度はその意見を参考にいたしました。 

配布の方法としては、利用促進キャンペーンとして、回数券・定期券を販

売の際に、グッズを先着順に配布する方法を採りたいと思います。配布実

施期間などの情報の周知については、利用促進の情報と共に、ホームペー

ジや広報などを利用する予定です。 

なお、グッズにつきましては、前回が若年層向けの鉛筆とタオルであり

ましたことから、今回は、中高年層にターゲットを絞ったものにしたいと

思います。 

僭越ながら、具体例を資料４のとおり、お買い物バッグ、タンブラー、

アルミボトルの３点を挙げさせていただきました。選定の理由としては、

中高年層のバス利用の主な目的として、買い物が挙げられますことから、

買い物で有効に利用できるものという視点と、バスの待合などの際に、ど

こでも水分補給ができるようにする点を勘案して選びました。 

また、今回につきましても、グッズにつきましては、日本バス協会のイ

メージキャラクターであるセバスチャンをモチーフとしたデザインを取

り入れる予定です。 

よろしければ、これら３点のたたき台から、絞らせていただき作成を行

いたいと思います。 

以上で、利用促進グッズについての説明を終わります。 

＜会 長＞   これは３点から、ここで決めると言う事でなくていいんですね。 

＜事務局＞   たたき台にしてもらったら。 

＜会 長＞   何か御意見ありますか。 

＜谷口委員＞  対象者が中高年層に絞られたと書いてありますが、そうでなくて子供の

方とか若い方も、対象にしてみたらどうでしょうか。   

＜事務局＞   そうですね中高年とは限定していません。 

        前回が鉛筆ということから、本当の子供というところから、中高年とい

わしてもらいましたが、大人の方という意味で説明させてもらいましたも

ので申し訳ないです。 
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＜会 長＞   もう尐し実用的な、だから大人の方が実用的なものにしたいという事だ

と思うんですね 

＜堀口委員＞  前回の意見を汲んでいただいて、今回はばらまきでなくて、定期券もし

くは回数券購入の方限定というふうな方向で、参考までに、定期券や回数

券を購入されている人数とかは把握できますか、何点くらいこれを配布対

象に挙げているか。 

＜事務局＞   一忚予算の範囲内で値段にもよりますが、先着という形でさせていただ

くと思っております。 

＜堀口委員＞  現在、定期券や回数券はどれぐらい売れているのですか。ざっとで構わ

ないです。 

＜事務局＞   すぐ調べられると思いますので、一人調べにいかせていただきます。 

＜竹田委員＞  一般の路線バスにも乗れる回数券はあるのですか。 

＜事務局＞   コミュニティバスはコミュニティバス専用の、三重交通さんのは三重交

通さんの専用になっていますので。 

＜堀口委員＞  コミュニティバスでも地域によって、どこででも乗れるものじゃないで

しょう。 

＜事務局＞   使えます。回数券は津市のコミュニティバスであれば。 

＜会 長＞   どこでも乗れるはずよね。２００円を１２枚ついて、１０枚で１割引く。 

＜事務局＞   はい１２枚綴りです。１０枚分のお値段で１２枚。 

        定期券もございます。学生さん特に白山地域などで学生利用が有るとこ

ろで、若干ある程度で全市的にみると取り扱いは尐ないです。回数券の方

がやはり使われる方は多いです 

＜堀口委員＞  毎日乗る人は定期券だけど毎日乗らないな。 

＜会 長＞   コミバスと三重交通さんの路線バスとの事もこれから問題整理していか

なきゃいけないと思うんですね、料金の話も含めて、コミバスが本数増や

して並行路線を走ったら、どうだという問題もこれから出てくるし、そこ

ら辺りは事業者さんも一緒になって考えてもらわないといけなくなる。 

＜堀 口＞   国道筋だけ路線バスが走ってそれ以外の所はコミバスが走る区別やろう

けど 

＜会 長＞   どういう風にそれを組み合わせて行くとかですね、これから尐しずつ考

えていけないことがどんどん出てくる。 

＜事務局＞   その辺も含めて計画の中でご相談をさせてもらいながら、総合的な交通

網という形で、計画の策定を進めて行きたいと思いますので。 
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＜会 長＞   他にいかがですか、グッズ以外で。グッズについては、回数券の販売状

況は後で教えていただくとして、他に御意見ございませんか。なければ若

干時間もございますので何か。 

＜竹田委員＞  その他の件でよろしいですか。ちょっと直接申し訳ないんですが、委員

長さんの許可を得て、実はこのたび津市で公共交通問題についての研究会

を公聴的なやつを立ち上げることになりました。たまたま当協議会の委員

の一人であります北村香織さん、三重短期大学の准教授の方なんですが、

この方が代表になられて津市の公共交通について、日常的に勉強していこ

うという様な、研究会を立ち上げることになりました。つきましては、９

月の６日なんですが、木曜日で午後６時半からアスト津の研修室Ａという

ところで、最初ですので北村先生に御講演をお願いするという事で、予定

をしているんですが、実は中部運輸局三重運輸支局が全面的に協力をいた

だいて、その御指導のもとにこういう運びとなりました。残念ながら、三

重県では公共交通について、学識経験者も尐ないということもございまし

て、伊豆原先生はじめ愛知県特に名古屋なんかは、凄く全国でも有数の学

識経験者を、公共交通の専門家がおりまして、やはり愛知県内は三重県と

比べてコミュニティ交通の充実ぶりは比べものにならないという事もござ

いまして、できれば三重県内でも、津市の場合は国立大学を抱えているわ

けですから、学識経験者の参加もここで促して、三重県の公共交通につい

て、促進していく勢力になっていただこうというのも一つの狙いですし、

先ほど、伊豆原先生の方から国の基本法の動きもようやく審議入りという

様なうれしいニュースも入ってきておりますし、いずれ津市もそれに基づ

く何らかの形で条例を創るか条例を創らなくても、それに基づく基本計画

というのは策定が義務づけられてくるという様な条件もございますし、そ

ういう中で行政だけで基本計画を創る、或いはそれからのコミュニティ計

画を創ったり、それを運営したりするというのはあまり好ましいことでは

ない。やはり市民参画、市民の協働がどうしても必要となってくるという

事で、市民の公共交通に関する意識を普段から勉強して豊かなものにして

いく様な事も狙いとしてございまして、運営は会員制度にしまして、会員

へ登録していただくという事なんですが、会費は取らないと登録だけして

いただいて、事務局から次の会合のあれだとか、今度はどういうテーマに

しますかという様な意見集約なんかしてダイレクトで次の会合の案内をす

るという様な、一般的にはホームページでさせていただくと言う様な形を
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とっていきたいなと。従ってぜひ６日御参加いただければありがたいと思

うし、６日都合悪い人でもぜひ会員に登録していただいてやっていただけ

ればなと思っています。今からちょっと、もしよければ案内状ですのでお

持ちいただければありがたいなと、そういう事で国土交通省の御指導のも

とでやっていますので、協議会との関係とか、あるいは津市の基本政策と

の関わりとかいうのは、越権行為になるとかそういうことじゃなくて、そ

れを補完していくような関係で研究が進めればいいと思っていますのでぜ

ひ当協議会についても御理解いただければと思っております。事務局は私

ども運営しておりますＮＰＯ法人バスネット津が事務局をやると財政的な

負担もそこで行っていきたいなと思いますのでどうぞよろしくお願いしま

す。 

＜会 長＞   ぜひこういったのはいろんな視点で勉強していく、知恵を出していくと

いうのがいいと思いますので、いろんなところで議論をしていただければ

と思います。そういう議論の一つの場として研究会を創っていただいたの

だろうと、私達も期待しておりますのでお時間のある方はいろんなところ

で参加していただければと思っておりますのでよろしくお願いします。 

＜阪野委員＞  ちょっといいですか、今の研究会非常にいいことだと私も思うのですが、

大体の研究会は会費を取って運営しているわけですが、アスト津も会場費

をとられると思いますが運営費とかどうされるのですか。 

＜竹田委員＞  幸いＮＰＯ法人ですので会場費は無料、ただ資料を今回の場合も先生の

方で作っていただきます資料代として５００円程度、当然資料代という事

でかかった費用、例えば１万円かかったら３０人前後の規模ですので研究

会ですので、それで割って１回あたり３００円から５００円位の資料代を

いただければ採算は合っていくのかなと思ってます、若干出た場合はバス

ネット津の方で負担をしていただくという事で、ＮＰＯ法人の方では確認

もしていただいておりますので、そういう形で運営会費はタダですが、会

員さんの意見で運営していきたいと思っています。将来的には会費を取っ

た方がいいじゃないかという様な形になれば、総意として会員さんの総意

として進めて行きたいと思います。ただ当座はフランクな形で形式ばらず

に関心のある人は寄って。進めていこうじゃないかという事で運営してい

きたいと思っています。 

        講師陣は伊豆原先生、中部運輸局も全面的に協力させていただくという

事を言っていただいておりますので、当座は名古屋の先生を名古屋からお
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借りしたいと思いますが、講師陣はそういう形で恐らく名古屋の先生方が

中心になっていくと思います。出来る限り早く自前で三重県の先生方にお

願いが出来ればと思っています。 

＜会 長＞   他にその他で何か御報告なり御意見なんでも結構ですが、もしなければ

資料をお願いします。 

＜事務局＞   ２３年度の１年間の数字ですが、回数券売れた結果ですが１６１０セッ

ト、１年間でお買い上げされております、定期券につきましては１年間で

２２６枚買っていただいております。それと先ほどの利用促進グッズを一

忚事務局案としまして、３種類たたき台として提出させていただいたんで

すが、もしこれにつきまして、御意見等がございましたら、今月中までに

事務局の方に御意見いただきまして、その後事務局に御一任いただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

＜会 長＞   御提案いただきましたが、いかがでしょうか。 

        そういう事で、今月中に御意見ございましたらお願いしたいと思います。 

        他にいかがでしょうか、この際こういうチャンスがあまり年間でとれな

いですが、御意見なりございましたら、受け賜りたいと思いますがいかが

でしょう。もしなければ、一番最初に申し上げましたように交通基本法と

いうのが、公共交通の話だけじゃなくて、ほとんどがそうなんですが、自

動車の事もこれから考えなきゃいけない、もちろんそういう事も考えてい

く必要もあるわけですから、基本的な移動といいますか、私達の移動とい

うことに関連したものになると思います。ぜひ関心を持っていただけると

ありがたいと思いますので、まあ何とか成立してくれる事を望んでおりま

すけど、どうなるかちょっと今流動的ですよね。また情報が入り次第、事

務局の方にはお伝えしておこうと思いますのでよろしくお願いします。 

        なければ長い時間ありがとうございました、今日協議をしていただいた

事項は終了したいと思います。どうもありがとうございました。 

＜事務局＞   それでは長時間にわたる御協議お疲れ様でした。これで第２回協議会を

終了させていただきます。どうかお帰りの際は気をつけてお帰り下さい、

本日はどうもありがとうございました。 
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